
  

平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

　
わ
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国

で
す
。
昭
和
20
年
8
月
に
広
島
・
長
崎

へ
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾（
原
爆
）は
、

一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
命
を
奪
い
去
り

ま
し
た
。

　
世
界
各
地
で
は
、
現
在
も
紛
争
や
国

際
テ
ロ
が
発
生
し
て
お
り
、
核
兵
器
の

大
き
な
脅
威
が
存
在
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
、
自
ら
永
遠
の

平
和
都
市
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
「
世

界
連
邦
平
和
都
市
宣
言
」
を
、
ま
た
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
や
核
兵
器
の

廃
絶
を
願
い
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

戦
争
体
験
を
伝
え
る
活
動

戦
争
体
験
集
の
発
刊

　
市
で
は
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
戦
争
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
昭
和
63
年
8
月
に
、
戦

争
体
験
集
「
今
だ
か
ら
こ
そ 

私
た
ち

の
戦
争
体
験
記
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
所
や
立
場
で
戦

争
を
経
験
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
体
験
が
つ
づ
ら
れ
た
貴
重

な
資
料
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt 

ps://w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

shisei/index0709.htm
l

）で
公
開

し
て
い
る
ほ
か
、
市
立
図
書
館
で
も
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

紙
芝
居
「
ね
む
の
花
に
祈
る
」

D
V
D
の
貸
し
出
し

　
「
ね
む
の
花
に
祈
る
」
は
、
学
生
の

時
に
千
葉
市
で
空
襲
を
受
け
た
市
内
在

住
の
日ひ

暮ぐ
ら
し

淑よ
し
さ
ん
の
体
験
を
紙
芝
居
に

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
紙
芝
居
の
D
V 

D
を
文
化
国
際
課（
市
役
所
4
階
）で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
動
画
配
信

サ
イ
ト
「YouTube

」（https://you 
tu.be/W

KRKsfXZKBA

）で
も
視

聴
で
き
ま
す
。

  

折
り
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
で
は
、
市
民
が
手
作
り
し
た
折
り

鶴
を
広
島
・
長
崎
に
届
け
る
「
折
り
鶴

平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
21
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
折
り

鶴
は
約
1
4
5
万
4
、
5
0
0
羽
に
達

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
内
の
中
学
生
が
作
成
し
た

折
り
鶴
を
千
羽
鶴
に
し
て
届
け
ま
す
。

  

中
学
生
折
り
鶴
平
和
使
節
団

　
市
で
は
、
折
り
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
市
内
中
学
校
の
代

表
生
徒
で
結
成
さ
れ
る
「
成
田
市
中
学

生
折
り
鶴
平
和
使
節
団
」
を
被
爆
地
へ

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
長
崎
を
訪
問
し
ま
す
。
団

員
た
ち
は
実
際
に
被
爆
地
を
訪
れ
、
被

爆
体
験
者
の
生
の
声
を
聴
き
、
数
々
の

被
爆
関
係
資
料
を
視
察
す
る
な
ど
の
体

験
を
通
し
て
、
平
和
の
尊
さ
や
戦
争
の

悲
惨
さ
、
核
廃
絶
の
必
要
性
を
学
び
ま

す
。

　
派
遣
後
は
、
そ
の
貴
重
な
体
験
を
、

同
じ
学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
め
、
平
和
に
対
す
る

意
識
を
育
み
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
文
化
国
際
課（
☎
20
‐

1
5
3
4
）へ
。

世
代
を
超
え
て 

引
き
継
ご
う 

平
和
へ
の
願
い

８
月
15
日
は「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

市
で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
や
恒
久
平
和
を
願
い
、
2
つ
の
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
平
和
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今年度の団員の皆さん

戦争の悲惨さを伝える 
「原爆の図」展

　画家の丸
まる

木
き

位
い

里
り

・俊
とし

夫妻の作品を展
示し、原爆の被害の実態や平和の尊さ、
核の廃絶を訴えます。また、原爆の図 
丸木美術館学芸員の岡

おか
村
むら

幸
ゆき

宣
のぶ

さんを講
師にトークショーを開催します。
展覧会
日時＝8月13日㈯まで（月曜日を除く） 

午前10時〜午後5時
会場＝スカイタウンギャラリー
トークショー
日時＝8月12日㈮ 午後2時〜3時30分
会場＝スカイタウンホール
定員＝120人（先着順）
※�入場は無料です。展覧会の鑑賞を希

望する人は当日直接会場へ。トーク
ショーの申し込みは文化芸術センター

（☎20-1133、月曜日は休館）へ。

原爆写真ポスター展
　平和の尊さと核兵器の廃絶をテーマ
に、原爆投下直後の惨状を記録した写
真ポスターを展示します。
日時＝8月24日㈬〜9月1日㈭ 午前9時

〜午後9時
会場＝もりんぴあこうづ

今後の平和事業イベント

立
たて
石
いし
　結

ゆ
衣
い
さん（成田中学校）

小
こ
堀
ぼり
　朋
ほの
華
か
さん（遠山中学校）

石
いし
井
い
　栞
かん
菜
な
さん（久住中学校）

草
くさ
野
の
　ひなたさん（西中学校）

渡
わた
邉
なべ
　あすかさん（中台中学校）

髙
たか
槗
はし
　星

せ
七
な
さん（吾妻中学校）

粟
あわ
野
の
　真

ま
璃
り
さん（玉造中学校）

島
しま
田
だ
　真

ま
帆
ほ
さん（公津の杜中学校）

櫻
さくら
井
い
　希
のの
羽
は
さん（下総みどり学園）

向
こう
後
ご
　怜
れい
さん（大栄みらい学園）

遠
とお
山
やま
　結

ゆ
菜
な
さん（成田高等学校付属中学校）

成田市中学生折り鶴平和使節団団員紹介

（学校順）
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